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この製品は、関連するEU規制に適合しています。
詳細については、DOCシート規格適合証明書をご
覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
このロータリーカッティングデッキは、乗用型の
装置に取り付けて使用する専門業務用の製品であ
り、そのような業務に従事するプロのオペレータ
が運転操作することを前提として製造されていま
す。この製品は、集約的で高度な管理を受けている
スポーツフィールドや商用目的で使用される芝生
に対する刈り込み管理を行うことを主たる目的と
して製造されております。本機は、雑草地や道路
わきの草刈り、農業用地における刈り取りなどを
目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全
に使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際
には、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお
知らせください。モデル番号およびシリアル番号
は、デッキのハウジングに取り付けた銘板に刻印
してあります。いまのうちに番号をメモしておき
ましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 1を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 1

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
「重要」は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、EN ISO 5395:2013 およびANSI規格
B71.4-2012に適合可能な製品として設計・製造され
ています。

EN ISO 5395:2013規格に適合するためには、適合証
明書に記載されているように、この機械用に作られ
た CEキットを取り付ける必要があります。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、
人身事故につながります。事故を防止するため、
以下に示す安全上の注意や安全注意標識のついて
いる遵守事項は必ずお守りください。これは「注
意」、「警告」、「危険」など、人身の安全に関わ
る注意事項を示しています。これらの注意を怠る
と死亡事故などの重大な人身事故が発生すること
があります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項は EN ISO 5395:2013およびANSI
B71.4-2012から抜粋したものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このマニュアルや関連する機器のマニュアルを

よくお読みください。各部の操作方法や本機の
正しい使用方法に十分慣れておきましょう。オ
ペレータが日本語を読めない場合には、オー
ナー の責任において、このオペレーターズマ
ニュアル の内容を十分に説明してください。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識な
どに十分慣れておきましょう

• 本機を運転する人すべてにトレーニングを行って
ください。トレーニングはオーナーの責任です。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、
絶対に運転や整備をさせないでください地域に
よっては機械のオペレータに年齢制限を設けて
いることがありますのでご注意ください。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全に
責任があり、オペレータやユーザーの注意に
よって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 刈り込み作業には必ず、滑らない頑丈な靴と長

ズボン、ヘルメット、安全めがね、および聴覚
保護具を着用してください。長い髪、だぶつい
た衣服、装飾品などは可動部に巻き込まれる危
険があります。また、裸足やサンダルで機械を
運転しないでください。

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業す
るにはどのようなアクセサリやアタッチメント
が必要かを判断してください。メーカーが認め
た以外のアクセサリやアタッチメントを使用し
ないでください。
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• 石、おもちゃ、針金など、機械にはね飛ばされ
て危険なものが落ちていないか、作業場所を
よく確認しましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッ
チなどの安全装置が正しく機能しているか、ま
た安全カバーなどが外れたり壊れたりしていな
いか点検してください。これらが正しく機能し
ない時には機械を使用しないでください。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい
• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリ

ンの取り扱いには細心の注意を払ってくださ
い。ガソリンは極めて引火しやすく、またその
気化ガスは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンの温度が下がってから行いま
しょう。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、絶対に
機械や燃料容器を保管格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。ノズルを開
いたままにする器具などを使わないでください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでくだ
さい。給油後は燃料タンクキャップをしっか
りと締めてください。

運運運転転転操操操作作作
• 有毒な一酸化炭素ガスなどを含むエンジン排気

が溜まるような閉め切った場所ではエンジンを
運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで、見え
にくい穴などの障害物から十分はなれて行っ
てください。

• エンジンを始動させる前に、すべての機器が
ニュートラルになっていること、駐車ブレーキ

が掛かっていることを確認してください。エン
ジンは、必ず運転席に座って始動してくださ
い。ROPSを立てて乗車しているときには必ず
シートベルトを着用してください。ROPSを下
げて乗車しているときにはシートベルトを着
用しないでください。

• 斜面では必ず減速し安全に十分注意して運転し
てください。また斜面では、必ず決められた走
行方向や作業方向を守ってください。芝草の状
態によって車両の安定度が変わりますから注意
してください。段差や落ち込みのある場所では
特に注意してください。

• 旋回するときや斜面で方向を変えるときなど
は、減速して十分な注意を払ってください。

• ブレードが回転中は絶対にデッキを上昇させ
ないでください。

• ガード類は必ず正しく取り付けて使用してくだ
さい。全部のインタロック装置が装備されてい
ること、適切に調整されていること、そして正
しく動作することを確認しておきましょう。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。

• どんな理由であれ運転席から離れる時には、必
ず、平坦な場所に停止し、カッティングユニッ
トを降下させ、回転を止め、駐車ブレーキを掛
け、エンジンを停止させてください。

• 何かにぶつかったり デッキが異常な振動をした
場合は 直ちに作業を中止してブレードを点検し
てください異常を発見したら、作業を再開する
前に修理してください。

• カッティングユニットに手足を近づけないで
ください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分
な注意を払ってください。

• 運転手以外の人を乗せないこと、また、人や
ペットを近づけないでください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなど
は、減速し周囲に十分な注意を払ってくださ
い。刈り込み中以外はブレードの回転を止めて
おいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと
きには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの
障害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 公道を通行することが法律で認められている場
合には右左折や停止時に法律で定められている
信号灯などを確実に操作してください。
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保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止し、

カッティングユニットを下げ、走行ペダルを
ニュートラルに戻し、駐車ブレーキを掛け、エ
ンジンを停止し、キーを抜いてください。ま
た、必ず機械各部の動きが完全に停止したのを
確認してから作業に掛かってください。

• カッティングユニット、駆動機構、マフラなど
に刈りかすやごみがたまらないように定期的に
清掃してください。オイルや燃料がこぼれた場
合はふきとってください。

• 格納時には必ずエンジンが十分に冷えているのを
確認し、火気の近くを避けて保管してください。

• 格納中や搬送中は、燃料バルブを閉じてくだ
さい。絶対に、火気の近くで燃料を保管した
り、室内で燃料の抜き取りを行ったりしない
でください。

• 整備作業は平らな場所で行ってください。知識
のない人には絶対に作業を任せないでください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確
実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が
掛かっている場合があります。取り外しには十
分注意してください。

• 修理作業に掛かる前にバッテリーの接続を外し
てください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケー
ブルを外してください。取り付けるときにはプ
ラスケーブルから接続します。

• ブレードの点検を行うときには安全に十分注意
してください。ブレードを取り扱う時には必ず手
袋を着用し、安全に十分注意してください。悪く
なったブレードは必ず交換してください。絶対
に曲げ伸ばしや溶接で修理しないでください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してくださ
い。エンジンを駆動させたままで調整を行うの
は可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の
良い場所で行ってください。バッテリーと充電
器の接続 や切り離しを行うときは、充電器をコ
ンセントから抜いておいてください。また、安
全な服装を心がけ、 工具は確実に絶縁されたも
のを使ってください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。読
めなくなったステッカーは貼り替えてください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと

きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ

さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめ
ににに TORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はCEN、ISO、ANSI規格には含まれ
ていませんが、Toroの芝刈り機を安全に使用してい
ただくために必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、すべての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をするとユー
ザーや周囲の人間に危険な場合があります。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• テニスシューズやスニーカーでの作業は避け
てください。

• 安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。地
域によってはこれらの着用が義務付けられてい
ますのでご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。こ
ぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検して
ください。スイッチの故障を発見したら必ず修
理してから使用してください。

• 運転には十分な注意が必要です転倒や暴走事故
を防止するために以下の点にご注意ください

– サンドトラップや溝・小川、土手などに近
づかないこと

– 急停止や急発進をしないこと。

– 道路横断時の安全に注意し、常に道を譲る心
掛けを持つこと

– 下り斜面ではカッティングユニットを下げ
て運転すること

• 側方排出方式のカッティングユニットでは、必
ず、デフレクタを正しく取り付けて一番下の位
置にセットして使用してください。デフレクタ
または集草装置を取り付けないで運転すること
は絶対にやめてください。

• 万一、デッキが詰まってしまった場合には、ま
ずエンジンを止め、それから詰まりを取り除い
てください。

• 斜面での刈り込み作業には十分注意してくださ
い急発進、急停車、急旋回をしないでください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、
マフラーなどに触れると火傷の危険があります
から手を触れないでください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• ブレードの取り付けボルトやナットが所定のト

ルクで締め付けられているか、頻繁に点検し
てください。
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• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してく
ださい。油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続
やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油
が高圧で噴出していますから、手などを近づけな
いでください。リークの点検には新聞紙やボー
ル紙を使い、絶対に手を直接差し入れたりしな
いでください。高圧で噴出する作動油は皮膚を
貫通し、身体に重大な損傷を引き起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジン
を停止し、カッティングユニットを下降させてシ
ステム内部の圧力を完全に解放してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければ
ならない時は、手足や頭や衣服をカッティング
ユニットや可動部に近づけないように十分ご注
意ください。また、無用の人間を近づけないよ
うにしてください

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げ
ないでください。Toro正規代理店でタコメータ
によるエンジン回転数検査を受け、安全性と精
度を確認しておきましょう。

• オイルの点検や補充は必ずエンジンを停止した
状態で行ってください

• 使用しない期間が 30日間を超える場合には、燃
料タンクを空にしておいてください。裸火のあ
る場所やガソリンの引火を引き起こす火花が発
生する場所には機械を格納しないでください。

• このマニュアルに記載されている以外の保守整
備作業は行わないでください。大がかりな修理
が必要になった時、補助が必要な時Toro正規代
理店にご相談ください。

• いつも最高の性能と安全性を維持するために、
必ずToroの純正部品をご使用ください。他社の
部品やアクセサリを御使用になると危険な場合
があり、製品保証を受けられなくなる場合があ
りますのでおやめください。.
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損
したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

120-6604

1. 異物が飛び出して人にあたる危険 人を近づけないこと。

2. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

93-6697

1. 参照オペレーターズマニュ
アル。

2. 50運転時間ごとにSAE
80w-90API GL-5オイルを
補給すること。

93-7818

1. 警告ブレードボルト/ナットは115 - 149 Nm 11.8 - 15.2 kg.mに
トルク締めするトルク締めの方法についてはオペレーターズ
マニュアルを読むこと。

117–4979

1. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべて
のガード類を正しく取り付けて使用すること。

107-2908

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

2. 飛来物危険デフレクタを上位置にセットして、あるいは取り付
けないで運転しないこと 必ず正しく取り付けて運転すること。

3. ブレードによる手足切断の危険可動部に近づかないこと

108-1988

1. ベルトの掛け方
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100-5622

1. 刈高調整

108-1986

1. 刈高

107-1622

107-2916

1. 整備作業前にはエンジンキーを抜き取
り、オペレーターズマニュアルを読む
こと。

2. 異物が飛び出す危険デフレクタを上位
置にセットして、あるいは取り付けない
で運転しないこと 必ず正しく取り付け
て運転すること作業中は周囲に人を近
づけないこと。

3. ブレードによる手足切断の危険可動部
に近づかないこと
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ピボットピンアセンブリ 21 コッターピン 2
昇降アームをトラクションユニットに取り
付ける

昇降アーム右 1
昇降アーム左 1
スラストワッシャナイロン 4
クレビス・ピン 4
ヘアピン 2
刈高カラー 2
クレビス・ピン 2
ヘアピン 2
キャップスクリュ, 1/2 x 3/4 in 2

2

ワッシャ 2

昇降アームをカッティングユニットに接
続する

3 必要なパーツはありません。 –
トラクションユニットの PTOシャフトを交換
するカッティングユニットモデル 30366で
のみ必要な作業

4 必要なパーツはありません。 – PTOシャフトをカッティングユニットのギア
ボックスに接続する.

5 必要なパーツはありません。 – マシンのグリスアップを行ってください。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 付属の文書はよくお読みになってから適切な場所に保管し
てください。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

警警警告告告
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜いいい
ててておおおくくくこここととと。。。

危危危険険険
PTOシシシャャャフフフトトトををを接接接続続続しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンががが始始始動動動
すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

PTOシシシャャャフフフトトトがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののギギギアアア
ボボボッッックククスススににに接接接続続続ささされれれるるるまままでででははは、、、エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動
しししてててPTOスススイイイッッッチチチををを操操操作作作しししてててはははななならららななないいい。。。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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1
昇昇昇降降降アアアーーームムムをををトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッッ
トトトににに取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ピボットピンアセンブリ

2 コッターピン

手手手順順順

1. トラクションユニットの右前輪または左前輪
のホイールナットをゆるめる外してしまわな
いこと。

2. 機体をジャッキアップしてゆるめた車輪を床
から浮かす。落下事故防止のために、ジャッ
キスタンドや支持ブロックなどを使ってサ
ポートする。

3. ゆるめたホイール・ナットを外し、タイヤと
ホイールを機体から外す。

4. ピボット・ピン 1本、コッター・ピン1本を
使って、ピボット・ブラケットに昇降アーム
を取り付ける図 2。昇降アームを、曲がった部
分が外側を向くようにして取り付ける。

5. ブレーキリターンスプリングを昇降アームの
タブ引っ掛ける図 2。

図図図 2

1. ピボットピン 4. ブレーキリターンスプリング

2. 昇降アーム 5. タブ

3. ピボットブラケット

6. ホイールタイヤアセンブリを取り付ける。ホ
イールナットを102-108 N.m10.4-11.0 kg.m = 75-80
ft-lb)にトルク締めする。

7. 同様の方法で機体の反対側でも作業を行う。

2
昇昇昇降降降アアアーーームムムをををカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ににに接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 昇降アーム右

1 昇降アーム左

4 スラストワッシャナイロン

4 クレビス・ピン

2 ヘアピン

2 刈高カラー

2 クレビス・ピン

2 ヘアピン

2 キャップスクリュ, 1/2 x 3/4 in

2 ワッシャ

手手手順順順

1. カッティングユニットをトラクションユニッ
トの前に置く。

2. 昇降レバーをフロート位置とする。昇降アーム
を押し下げて、昇降アームについている穴と
キャスタアームのブラケットについている穴
を整列させ、昇降アームのパッドに刈高ロッ
ドを挿入できるようにする(図 3)

3. スラストワッシャ枚、クレビスピン、ヘアピ
ンコッターを使って、昇降アームをキャスタ
アームに固定する。スラストワッシャは昇降
アームとキャスタアームブラケットの間に入
れる(図 3)コッターピンを、キャスタアームタ
ブのスロットに差し込んで固定する。

4. もう一方の昇降アームにも同じ作業を行う。

5. トラクションユニットを始動し、カッティン
グユニットを上昇させる。

6. カッティングユニットの後部を押し下げ、昇
降アームのパッドに刈高ロッドを通す。

7. 刈高ロッドに刈高カラーを取り付け、クレビ
スピンとヘアピンコッターで固定する(図 3)ク
レビスピンの頭をデッキの前に向けておく。

8. 各刈高ロッドの上部に 1/2 x 3/4”ボルトとワッ
シャを取り付ける図 3。
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図図図 3

1. 昇降アーム 7. ヘアピン・コッター

2. キャスタアームブラケット 8. 刈高カラー

3. 刈高ロッド 9. クレビス・ピン

4. 昇降アームのパッド 10. ヘアピン・コッター

5. スラスト・ワッシャ 11. ボルト

6. クレビス・ピン

3
トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの PTO シシシャャャフフフ
トトトののの交交交換換換

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

モデル 30366のカッティングユニットの PTOシャ
フトは他よりも短いので、以下のようにして取り
付ける必要があります。

1. PTOシャフトのメス側の端部をトラクション
ユニットのシャフトに接続しているコッター
ピン、ボルト、ロックナットを外す。

2. トラクションユニットからPTOシャフトを外
す今後使用する予定がある場合にはしかるべ
く保管する。

3. カッティングデッキに付属しているPTOシャ
フトのメス側の端部を、トラクションユニッ
トのシャフトに、コッターピンで固定する。

4. ボルトとロックナットを締めつける。

4
PTOシシシャャャフフフトトトをををカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトトのののギギギアアアボボボッッックククスススににに接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. オスの PTOシャフトとメスの PTOシャフト
を接続する。ギアケースの入力シャフトの取
り付け穴と PTOシャフト穴とを整列させて相
互に接続する。

図図図 4

1. PTO シャフト 3. ギアケース

2. ボルトとロックナット 4. ロールピン

2. ロールピンで固定する。

3. ボルトとナットを 18-25 in-lb 175-225
Nm=2.0-2.5 kg.mにトルク締めする。
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5
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

初めて運転する前にデッキ全体のグリスアップを
行ってください作業要領はグリスアップの項目を参
照してください。この作業を怠ると重要部品に急激
な磨耗が発生しますから注意してください。

製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

刈幅 1.52 m

刈高 25 - 127 mm の範囲で 13 mm 刻みで調整可能

純重量 204 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.comでもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

ギアボックスに使用するオイルは石油系または合成
の SAE 80-90 wt. のギア用潤滑油です。適量のオイル
を入れて出荷していますが、カッティングユニッ
トを使用する前に点検してください。ギアボック
スの容量は 283 mlです

1. マシンとカッティングユニットを平らな場所
に駐車させる。

2. ギアボックスの上部についているディップス
ティック兼給油プラグ(図 5)を取り、オイルの
量が、ディップスティックについている2本の
マークの間にあることを確認する。油量が少
なければ2本のマークの中間まで補給する。

図図図 5

1. ディップスティック/補給プラグ

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は 25 - 127 mm、調整間隔は 13 mm刻
みです。調整は、キャスタホイールの軸を、キャス
タフォークの上穴または下穴にセットし、キャス
タ・フォークにスペーサを増減し、刈高ロッドの所
定の穴に刈高カラーを固定して行います。スペーサ
の増減は左右とも同じに調整してください。

1. エンジンを始動し、刈高の調整ができる程度
にカッティングユニットを床から上げる。
カッティングユニットを上昇させたらエンジ
ンを止め、キーを抜き取る。

2. 左右のキャスタフォークの同じ穴にキャス
タホイールの軸をセットする。セッティング
用の穴の選択については 図 6および 図 7を
参照してください。

図図図 6

1. テンショニングキャップ 4. ホイール軸の取り付け穴

2. スペーサ 5. キャスタホイール

3. シム

図図図 7

注注注 刈高が 64 mm以上の場合は、ホイールと
フォークの間に刈りかすがたまるのを防止する
ために、アクスルボルトをキャスタフォーク
の下側の穴にセットしてください。刈高を 64
mm未満に設定しているのにホイールとフォー
クの間に刈りかすがたまる場合には、バック
走行して刈りかすを振り落としてください。
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3. スピンドルシャフトからテンショニングキャッ
プを取り図 6、キャスタアームからスピンドル
を抜き出す。シム mmを枚スピンドルのシャ
フトに通す当初の状態と同じに。これらのシ
ムは、デッキ全体の左右の水平調整に必要と
なる。希望する刈高に必要な枚数のスペーサ
13 mm厚をスピンドルシャフトに通し、その上
からワッシャを取り付ける。

刈高と、必要なシムの組み合わせとの関係は
図 7にて確認してください

4. キャスタアームにキャスタスピンドルを通
す。スピンドルシャフトにシムを取り付け当
初の状態と同じに、残りのスペーサも取り付
ける。テンショニングキャップを取り付けて
アセンブリを固定する。

5. カッティングユニット後部で、刈高ロッドに
刈高カラーを固定しているヘアピンとクレビ
スピンを外す(図 8)。

図図図 8

1. 刈高ロッド 3. クレビスピンとヘアピンコッ
ター

2. 刈高カラー

6. 刈高カラーを、刈高ロッドにある希望する刈
高の穴に合わせる図 8と 図 9。

7. クレビスピンとヘアピンで刈高を固定する。

注注注 できれば、クレビスピンの頭をデッキの前
に向けておく。

注注注 刈高25 mm、38 mm、また場合により 51 mm
で使用する時には、スキッドそりとローラを
一番高い穴にセットして使ってください。

図図図 9

ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
注注注予定の刈高が 25 mmまたは 38 mmの場合は、ロー
ラをブラケットの上穴に移動する必要があります。

前前前ロロローーーラララののの調調調整整整方方方法法法 (図 10)

1. ローラのシャフトをデッキのブラケットに固
定しているネジとボルトを取り外す。

図図図 10

1. ローラ 2. ローラシャフト

2. ブラケットの下側の穴からシャフトを抜き取
り、上側の穴に付け替える。

3. ネジとナットを取り付けてアセンブリを固定
する。

後内側ローラの調整方法 (図 11)
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図図図 11

1. 内側ローラ

スススキキキッッッドドドののの調調調整整整
刈高 64 mm以上にて使用する場合には、スキッドを
下位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場
合には、上位置に取り付けます。

スキッドの調整は、フランジボルトとナットを外し
て行います図 12。

図図図 12

1. スキッド

フフフロロローーーバババッッッフフフルルルををを調調調整整整すすするるる
刈り込みのコンディションの合わせて、カッティン
グデッキの排出フローを調整することができます。
刈りあがりが最も良くなる位置に、カムロックと
バッフルをセットしてください。

1. カムロックは、レバーをゆるめて調整する(図
13)。

2. 希望の排出フローになるように、スロットの
中の位置を調整する。

3. 調整ができたらレバーを締めてバッフルとカ
ムロックを固定する。(図 13)

4. カムロックがバッフルを固定しない、あるい
は固すぎる場合には、レバーをゆるめてから

カムロックを回す。適切にロックできるよう
にカムロックを調整すること。

G008961

1 2

3 4

図図図 13

1. レバーをゆるめる 3. バッフルの位置を調整する

2. カムロックを回してロック圧
を調整する。

4. ロック・レバー

フフフロロローーーバババッッッフフフルルルののの位位位置置置調調調整整整ををを行行行ううう
以下に示す図はあくまでも参考推奨です。草種や
湿度、ターフの草丈などにより設定を変えてくだ
さい。

注注注走行速度が変わらないのにモアの回転速度が落ち
てくる場合にはバッフルを開いてください。

A ののの位位位置置置

一番後ろにセットした状態です。以下のような条件
で使うのに適しています。

• 草丈が低く、軽い刈り込み

• 乾燥した場所での刈り込み

• 刈りカスが少ない刈り込み

• 刈りカスを遠くへ飛ばしたい刈り込み

図図図 14

B 位位位置置置

集草を行うのに適した設定です。 いつも、ブロア
の開口部に整列させる。
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図図図 15

C 位位位置置置

一番開いた状態です。以下のような条件で使うの
に適しています。

• 草丈が高く、密度が高い刈り込み

• 湿った場所での刈り込み

• エンジンからのパワー消費を下げたい場合

• 重い芝刈り作業を、走行速度を上げて行いたい時

図図図 16

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののピピピッッッチチチののの調調調
整整整
カッティングユニットのピッチとは、ブレードを
前後方向に向けたときのブレードの前後における
床からの高さの差を言います。トロでは、ブレー
ドのピッチを 6 mmに調整することを推奨していま
す。 これは、ブレードを前後に向けて先端の高さ
を比べたとき、前よりも後ろの方が 6 mm高くなっ
ている状態を言います。

1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. カッティングユニットを希望の刈高にセット
する。

3. まず、1本のブレードを前後方向に向ける。

4. 短い定規を使って、床面からブレードの前側
の刃先までの高さを測る。ブレードを半回転
させて後方に回し、床面からこの切っ先まで
の高さを測る。

5. 後方での測定値から前方での測定値を引いた
値がブレードのピッチとなる。

6. 刈高ロッドの下部についているジャムナット
をゆるめる(図 17)。

図図図 17

1. 刈高 2. ジャム・ナット

7. 刈高ロッドを回転させてカッティングユニット
後部を上下させ、適切なピッチに調整する。

8. ジャムナットを締めつける。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののミミミスススマママッッッチチチ
ををを修修修正正正すすするるる
各ターフのコンディションは同じでなく、またトラ
クションユニットのカウンタバランスの設定も様々
ですので、本格作業を開始する前に試験刈りを行っ
て、刈りあがりを確認することをお奨めします。

1. 希望の刈高に設定する。「刈高の調整」を参
照のこと。

2. トラクションユニットの前後のタイヤの空気圧
を点検・調整する138 kPa = 1.4 kg/cm2 = 20 psi。

3. すべてのキャスタタイヤの空気圧を 345 kPa
3.5 kg/cm2 = 50 psiに調整する。

4. 「ブレードの曲がりを点検する」を参照のこ
と。

5. テスト区域を刈って、全部のカッティングユ
ニットが同じ刈高で刈っているかどうかを見
る。

6. さらにカッティングユニットの調整が必要な
場合には、長さ 2 m程度またはそれ以上長い直
定規を使って、平らな床面を探す。

7. 測定を容易にするため、一番高い刈高に設定
する「刈高の調整」を参照のこと。

8. 平らな床の上にカッティングユニットを降下
させる。カッティングユニットの上部からカ
バーを外す。

9. ブレードが前後方向を指すように回転させる。

10. 床面からブレードの切っ先までの高さを測る。
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サササイイイドドドデデディィィスススチチチャャャーーージジジののの使使使いいい方方方
カッティングデッキモアには、刈りカスを横下方向
へ向けるデフレクタが取り付けられています。

危危危険険険
デデデフフフレレレクククタタタややや、、、排排排出出出カカカバババーーー、、、まままたたたははは集集集草草草アアアセセセンンン
ブブブリリリををを確確確実実実ににに取取取りりり付付付けけけずずずににに使使使用用用すすするるるととと、、、人人人がががブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、ブブブレレレーーードドドににに跳跳跳ねねね飛飛飛ばばばささされれれたたた
ももものののががが人人人ににに当当当たたたっっったたたりりりすすするるるなななどどどしししててて極極極めめめててて危危危険険険
ででであああるるる。。。回回回転転転中中中のののブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、跳跳跳ねねね飛飛飛
ばばばささされれれたたた物物物ににに当当当たたたるるるととと、、、けけけがががをををすすするるるばばばかかかりりりでででななな
くくく場場場合合合ににによよよっっってててははは死死死亡亡亡すすするるる。。。

• デデデフフフレレレクククタタタははは排排排出出出方方方向向向ををを下下下向向向きききにににすすするるる重重重要要要
ななな部部部材材材ででであああるるるかかかららら、、、絶絶絶対対対ににに取取取りりり外外外しししたたたままままままででで
刈刈刈りりり込込込みみみををを行行行っっってててはははななならららななないいい。。。デデデフフフレレレクククタタタががが
破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合にににははは直直直ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

• カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの下下下にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足ををを
差差差ししし入入入れれれななないいいこここととと。。。

• 排排排出出出部部部やややブブブレレレーーードドド部部部ににに手手手ををを入入入れれれるるる場場場合合合ににに
ははは、、、必必必ずずず、、、ブブブレレレーーードドド制制制御御御スススイイイッッッチチチPTOををを解解解
除除除ししし、、、エエエンンンジジジンンンををを止止止めめめ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててて
おおおくくくこここととと。。。

• デデデフフフレレレクククタタタははは、、、必必必ずずず下下下向向向きききににになななっっっててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

ヒヒヒンンントトト

刈刈刈りりり込込込みみみははは芝芝芝ががが乾乾乾いいいててていいいるるる時時時ににに

刈り込みは、朝露を避けて遅めの午前中か、直射日
光を避けて午後遅くに行いましょう。露があると草
がかたまりになりやすく、また刈りたての草は強い
直射日光に当たるとダメージを受けます。

条条条件件件ににに合合合っっったたた適適適切切切ななな刈刈刈りりり高高高ををを選選選択択択すすするるる

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょう。
草丈の1/3以上は刈り取らないのが原則です。成長
期の密生している芝生では刈り高設定をさらに一目
盛り上げる必要があるかもしれません。

定定定期期期的的的ににに刈刈刈りりり込込込むむむ

通常のシーズン条件では、日に回の刈り込みが必要
になるでしょう。しかし、草の生長速度は色々な条
件によって左右され、一定ではありません。例えば
寒冷な地域では春から初夏にかけての芝草の成長期
に最も頻繁な刈り込みが必要となり、成長速度の落
ちる夏には 10日に度ぐらいの間隔になると思われま
す。悪天候などで定期的に刈り込むことができずに
草丈が伸びてしまった場合には、刈り高を高くして
回刈り、23日後に刈り高を通常に戻してもう一度刈
るようにするときれいに仕上がります。

いいいつつつももも鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドををを使使使うううこここととと

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいです。
切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるので、切り口
が茶色に変色し、芝草の成長を悪くし、また病気に
もかかりやすくなります。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検

きれいな刈りあがりを維持するために、芝刈り作
業が終わったらホースと水道水でカッティングユ
ニットの裏側を洗浄してください。刈りカスがこ
びりつくと、刈り込みの性能が十分に発揮されな
くなります。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののピピピッッッチチチ

トロでは、ブレードのピッチを6 mmに調整するこ
とを推奨しています。 ピッチを大きく6 mm以上す
ると、刈り込みに必要なパワーは小さくなります
が、クリップが大きくなり、刈り上がりが悪くなり
ます。ピッチを小さく6 mm以下すると、刈り込みに
必要なパワーは大きくなりますが、クリップが小さ
くなり、刈り上がりが向上します。
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間 • キャスタホイールナットを締めつける。

使用開始後最初の 10 時間
• キャスタホイールナットを締めつける。
• ブレードのボルトのトルク締めを行う

使用するごとまたは毎日
• キャスタアームのブッシュにグリスを補給する。
• キャスタホイールのベアリングにグリスを補給する。
• ブレードを点検する

50運転時間ごと

• ギアボックスのオイルの量を点検する。
• 各グリス注入部のグリスアップを行う。
• キャスタホイールナットを締めつける。
• ブレードのボルトのトルク締めを行う
• ブレードの駆動ベルトの調整を点検する。
• カッティングユニットのベルトカバーの裏側を清掃する。

400運転時間ごと • ギアボックスのオイルを交換する。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2汎
用リチウム系グリスを注入します。通常の使用で
は 50運転時間ごとに行いますが、機体を水洗い
したあとは整備間隔に関係なく直ちにグリスアッ
プしてください。

1. 以下の各部のグリスアップを行う

• キャスタ・フォークのシャフトのブッシュ
2ヶ所 (図 18)

図図図 18

• スピンドルのシャフトのベアリング3ヶ
所プーリの下 (図 19)

図図図 19

• アイドラアームのシャフトのベアリング
(図 19)

• 昇降アームのピボット前2ヶ所図 20

図図図 20

• 昇降アームのピボット後2ヶ所図 21

図図図 21

2. マシンとカッティングユニットを平らな場所に
駐車させ、カッティングユニットを降下させ
る。ギアボックスの上部についているディッ
プスティック兼給油プラグ(図 22)を取り、オイ
ルの量が、ディップスティックについている2
本のマークの間にあることを確認する。油量
が少なければ、SAE 80-90 wt. ギア用潤滑油を 2
本のマークの中間まで補給する。ギアボック
スの容量は 283 mlです
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図図図 22

1. ディップスティック/補給プラグ

保保保守守守作作作業業業ををを始始始めめめるるる前前前ににに
重重重要要要カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカバババーーー
ををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部のののボボボルルルトトト
類類類ををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれかかかけけけたたた状状状態態態
にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめ
てててカカカバババーーーををを外外外すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここのののよよようううににに
すすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーーナナナかかからららボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししままま
うううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを

降下させ、昇降レバーをフロート位置にセッ
トし、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止
し、キーを抜き取る。

2. 各刈高ロッドの上部についているボルトと
ワッシャを外す図 23。

図図図 23

1. 刈高ロッド 3. 刈高カラー

2. ボルトとワッシャ 4. ヘアピン・コッターと右レビ
スピン

3. カッティングユニット後部で、刈高ロッドに
刈高カラーを固定しているヘアピンとクレビ
スピンを外す(図 23)。刈高カラーを外す。

4. 昇降アームをキャスタアームブラケットに
固定しているヘアピンコッターとクレビスピ
ンを外す図 24。

図図図 24

1. 昇降アーム 3. ヘアピンコッター

2. クレビスピン 4. キャスタアームブラケット

5. PTOシャフトのオスメスの接続部分を解除し
て、カッティングユニットをトラクションユ
ニットから引き出す図 25。

図図図 25

1. PTO シャフト

危危危険険険
PTOシシシャャャフフフトトトををを接接接続続続しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンン
ががが始始始動動動すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐
れれれがががあああるるる。。。

PTOシシシャャャフフフトトトがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの
ギギギアアアボボボッッックククスススににに接接接続続続ささされれれるるるまままでででははは、、、エエエンンン
ジジジンンンををを始始始動動動しししてててPTOレレレバババーーーををを操操操作作作しししてててははは
ななならららななないいい。。。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトへへへのののカカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. 平らな場所に駐車しエンジンを停止する。
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2. カッティングユニットをトラクションユニッ
トの前に置く。

3. オスの PTOシャフトとメスの PTOシャフトを
接続する図 25。

4. 昇降レバーをフロート位置とする。昇降アーム
を押し下げて、昇降アームについている穴と
キャスタアームのブラケットについている穴
を整列させ、昇降アームのパッドに刈高ロッ
ドを挿入できるようにする(図 26)

5. スラストワッシャ枚、クレビスピン、ヘアピ
ンコッターを使って、昇降アームをキャスタ
アームに固定する。スラストワッシャは昇降
アームとキャスタアームブラケットの間に入
れる(図 26)コッターピンを、キャスタアームタ
ブのスロットに差し込んで固定する。

6. もう一方の昇降アームにも同じ作業を行う。

7. トラクションユニットを始動し、カッティン
グユニットを上昇させる。

8. カッティングユニットの後部を押し下げ、昇
降アームのパッドに刈高ロッドを通す。

9. 刈高ロッドに刈高カラーを取り付け、クレビ
スピンとヘアピンコッターで固定する(図 26)ク
レビスピンの頭をデッキの前に向けておく。

10. 各刈高ロッドの上部に 1/2 x 3/4”ボルトとワッ
シャを取り付ける図 26。

図図図 26

1. 昇降アーム 7. ヘアピン・コッター

2. キャスタアームブラケット 8. 刈高カラー

3. 刈高ロッド 9. クレビス・ピン

4. 昇降アームのパッド 10. ヘアピン・コッター

5. スラスト・ワッシャ 11. ボルト

6. クレビス・ピン

キキキャャャスススタタタアアアーーームムムのののブブブッッッシシシュュュののの整整整備備備
キャスタアームのチューブには上側と下側にブッ
シュがはめ込んでありますが、これらのブッシュは
使用に伴って磨耗してきます。ブッシュを点検する
には、キャスタフォークを前後左右に揺り動かして
見ます。ブッシュの中でキャスタのシャフトがぐら
ついているようならブッシュの磨耗が進んでいると
判断し、ブッシュを交換してください。

1. カッティングデッキを上昇させて、ホイールを
床から浮かす。カッティングユニットが落下
しないように支持ブロックでサポートする。

2. 各キャスタスピンドルの上部についている
トーショニングキャップ、スペーサ、スラス
トワッシャを外す。
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3. キャスタスピンドルをチューブから引き抜
く。スラストワッシャとスペーサは、スピン
ドルの一番下に残しておく。

4. ピンポンチを使って、チューブの上または下
からブッシュをたたき出す図 27。他のブッ
シュも、同様にしてチューブから取り外す。
チューブの内部をきれいに清掃する。

図図図 27

1. キャスタアームのチューブ 2. ブッシュ

5. 新しいブッシュの内外面にグリスを塗る。ハ
ンマーと平らな板を使って、新しいブッシュ
をチューブに叩き込む。

6. キャスタシャフトを点検し、必要に応じて交
換する。

7. チューブとブッシュにキャスタシャフトを押
し込む。スラストワッシャとスペーサを、
シャフトにはめる。シャフト上部にテンショ
ニングキャップを取り付けて全部のパーツを
固定する。

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググののの
整整整備備備
1. キャスタホイール・アセンブリをキャスタ

フォークの間に保持しているボルトのロック
ナット(図 28を外す。キャスタホイールをつか
んでおいて、ボルトをフォークまたはピボッ
トアームから抜き取る。

2. ホイールのハブからベアリングを外して、ベ
アリングスペーサを床に落とす図 28。ホイー
ルハブの反対側にあるベアリングを取る。

3. ベアリング、スペーサ、ホイールハブの内側
の状態を点検する。磨耗したり破損したりし
ている部品は交換する。

4. キャスタホイールを組み立てるには、まず、
ホイールのハブにベアリングを押し込む。ベ
アリングを取り付ける時、ベアリングの外側
のレース部分を押すように注意すること。

図図図 28

1. キャスタホイール 3. ベアリング個

2. キャスタフォーク 4. ベアリングスペーサ

5. ホイールのハブにベアリングスペーサを入れ
る。もう一個のベアリングをホイールハブの
空いている側に取り付けてハブ内部のスペー
サを固定する。

6. キャスタフォークの間にキャスタホイール・
アセンブリを入れ、ボルトとロックナットで
固定する。

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる
1. 平らな場所に駐車する。カッティングユニット

を上昇させ、駐車ブレーキを掛け、走行ペダ
ルをニュートラルに戻し、PTOレバーが OFF
位置であることを確認し、エンジンを停止し
キーを抜き取る。カッティングユニットが落下
しないように支持ブロックでサポートする。

2. ブレードが前後方向を指すように回転させる。
カッティングユニットの天井から各ブレード
の前端の刃先までの距離図 29を測り、測定
値を記録する。

G010549

図図図 29

3. ブレードを半回転させてもう一方の切っ先を
前に向ける。上記2で行ったと同方法で、ユ
ニットの天井から各ブレードの前端の刃先ま
での距離測る。2での測定結果と3での測定結
果との差が3 mm以内であれば適正とする。差
が3 mmよりも大きい場合には、そのブレード
は曲がっていて危険であるから交換する「ブ
レードの取り外し」を参照。

22
 



ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外しししととと取取取りりり付付付けけけ
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れて
いない、磨耗した、曲がったなどの場合には新しい
ものと交換してください。安全を確保し、適切な刈
りを行うために、ブレードは必ず Toro社の純正品を
お使いください。他社のブレードを使用すると危険
な場合がありますから絶対にやめてください。

1. カッティングユニットを一番高い位置まで上
昇させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停
止させてキーを抜き取る。カッティングユ
ニットが落下しないように支持ブロックでサ
ポートする。

2. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使って
ブレードの端部をしっかり握る。スピンドル
のシャフトからブレードボルト、芝削り防止
カップ、ブレードを取り外す図 30。

G010555

1

2

図図図 30

1. ブレードボルト 2. 芝削り防止キャップ

3. ブレードを取り付ける時は、セール立ち上がっ
ている部分がカッティングデッキの天井を向
くように取り付け、芝削り防止カップをつけ
てブレードボルトで固定する。各ブレードボ
ルトを 115-149 N.m11.8-15.2kg.m = 85-110ft.-lbに
トルク締めする。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側セセセーーールルル部部部がががカカカッッッ
テテティィィンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい取取取りりり
付付付けけけ方方方ででですすす。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ととと研研研磨磨磨
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

50運転時間ごと

危危危険険険
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

• 曲曲曲がががっっったたたブブブレレレーーードドドををを整整整形形形しししななないいいこここととと。。。

• 破破破損損損しししたたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは絶絶絶対対対ににに
溶溶溶接接接ででで修修修理理理しししななないいいこここととと。。。

• 安安安全全全性性性ををを確確確保保保ししし保保保証証証すすするるるたたためめめににに、、、磨磨磨耗耗耗ややや破破破
損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは必必必ずずず純純純正正正のののブブブレレレーーードドドととと交交交
換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

ブレードの点検や整備を行う際には2つの部分に注
目してください高品質の刈りを実現するためには、
刃先と、刃先の反対側にある立ち上がった部分であ
るセール部の両方が重要です。セール部は、風を
起こして草を真っ直ぐに立て、均一な刈りを実現
するものです。しかしセールは使用に伴って徐々
に磨耗してきます。そしてこの磨耗に伴って、刃
先が鋭く維持されていても、刈りの質は幾分か落
ちてきます。草を引きちぎるのでなく、カットす
るためには、当然刃先が鋭利でなければなりませ
ん。刈りあとを見て、切り口がささくれ立っていた
り茶色に変色しているのは刃先が鈍くなっている
証拠です。このような状態が見られたら、ブレー
ドを研磨してください。

1. 平らな場所に駐車する。カッティングユニッ
トを上昇させ、駐車ブレーキを掛け、走行ペ
ダルをニュートラルに戻し、PTOレバーが
OFF位置であることを確認し、エンジンを停
止しキーを抜き取る。

2. ブレードの切っ先を注意深く観察、特に、直
線部と曲線部が交わる部分をよく観察する図
31。この、直線部と曲線部の交差域は、砂な
どによる磨耗が進みやすい部分なので、機械
を使用するまえによく点検することが必要。
磨耗が大きい場合には図 31危険であるから交
換する「ブレードの取り外し」を参照。
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図図図 31

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 湾曲部/セール部 4. ひび

警警警告告告
ブブブレレレーーードドドののの磨磨磨耗耗耗ををを放放放置置置すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドののの
セセセーーールルル部部部ととと平平平坦坦坦部部部とととののの間間間ににに割割割れれれ目目目ががが発発発生生生すすす
るるる図図図 31。。。こここののの割割割れれれ目目目ががが拡拡拡大大大すすするるるととと、、、最最最終終終
的的的にににはははブブブレレレーーードドドがががちちちぎぎぎれれれてててハハハウウウジジジンンングググののの下下下
かかかららら飛飛飛びびび出出出ししし、、、こここれれれがががオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの
人人人ににに重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定
期期期的的的ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

• 安安安全全全性性性ををを確確確保保保ししし保保保証証証すすするるるたたためめめににに、、、磨磨磨耗耗耗
ややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは必必必ずずず純純純正正正のののブブブ
レレレーーードドドととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. 全部のブレードの刃先を丁寧に点検する。刃先
が鈍くなっていたり欠けていたりした場合には
研磨する。研磨は刃先の上面だけに行い、刃の
元々の角度を変えないように十分注意する図
32。ブレードの左右を均等に削れば、バランス
を狂わすことなく研磨を行うことができる。

図図図 32

1. この角度を変えないように研磨すること

注注注 ブレードを取り外し、研磨機で研磨す
る「ブレードの取り外し」を参照。研磨後、ブ
レードを取り付ける時は、セール立ち上がって
いる部分がカッティングデッキの天井を向く
ように取り付け、芝削り防止カップをつけて
ブレードボルトで固定する。ブレードのセー
ル部がブレード上部になるようにすること。
各ブレードボルトを 115-149 N.m11.8-15.2kg.m =
85-110ft.-lbにトルク締めする。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検とととミミミスススマママッッッチチチののの修修修正正正
ブレード同士のマッチングが取れていないと、刈
り込んだ時に筋が残ります。この問題は、どのブ
レードも曲がっていない、全部のブレードが同じ
面で回転するように調整することで解決すること
ができます。

1. 長さ mの水準器を使って、作業場に平らな場
所を探しだす。

2. 刈高を一番高い位置に設定する。「刈高の調
整」を参照のこと。

3. 平らな床の上にカッティングユニットを降下
させる。カッティングユニットからカバーを
外す。

4. ブレードが前後方向を指すように回転させる。
床面からブレードの刃先までの高さを測る。
測定値を記録する。同じブレードを半回転さ
せて後方に回し、床面からこの刃先までの高
さを測る。上記手順で記録した2つの測定値が
3 mmの差の中に収まっていれば適正である。
差が3 mmよりも大きい場合には、そのブレー
ドは曲がっていて危険であるから交換する。
全部のブレードでこの測定を行うこと。

5. 左右のブレードの測定値を、中央のブレード
の測定値と比較する。中央のブレードの高さ
が、他のブレードより 10 mm以上低くなけれ
ば適正とする。中央のブレードが 10 mm以上
低い場合には、6へ進んでスピンドルハウジン
グとデッキとの間にシムを入れて調整する。

6. シムを追加する場所にあるアウタースピン
ドルからボルト、平ワッシャ、ロックワッ
シャ、ナットを外す。スピンドルハウジング
とカッティングユニットの底との間にシムP/N
3256-24を増減してブレードの高さを調整す
る。ブレード先端同士の高さの差が所定条件
を満たすまで、この調整を続ける。

重重重要要要 1つつつののの場場場所所所ににに入入入れれれるるるシシシムムムははは枚枚枚まままでででとととしししててて
くくくだだださささいいい。。。1つつつののの穴穴穴ににに枚枚枚のののシシシムムムををを入入入れれれてててももも調調調整整整
ががが完完完了了了しししななないいい場場場合合合にににははは、、、隣隣隣ののの穴穴穴にににシシシムムムををを増増増減減減
しししててて調調調整整整ををを続続続けけけてててくくくだだださささいいい。。。

7. ベルトカバーを取り付ける。

駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
ブレードを駆動しているベルトはスプリング付き
のアイドラで張りを調整されており、非常に耐久
性が高く、長期間にわたって使用することができ
ます。しかし長期間のうちに必ず磨耗が現れてき
ます。磨耗の兆候としてはベルト回転中にキシリ
音が発生する、刈り込み中のブレードがスリップ
する、ベルトの縁がほつれている、焼けた跡があ
る、割れがある、などです。これらの兆候を発見し
たらベルトを交換してください。
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1. カッティングユニットを床まで降下させる。
カッティングユニットからベルトカバーを外
して脇に置く。

2. トルクレンチなどの工具を使ってアイドラ
プーリ図 33をベルトから引き離してベルトの
張りをなくし、ベルトをギアボックスのプー
リ図 34から外す。

図図図 33

1. アイドラプーリ

図図図 34

1. ギアボックス

3. スピンドルプーリとアイドラプーリから古い
ベルトを外す。

4. 図のように、スピンドルプーリとアイドラプー
リに新しいベルトを回しかける図 35。

図図図 35

1. ベルトの掛け方

5. ベルトカバーを取り付ける。

デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換

警警警告告告
排排排出出出口口口ををを露露露出出出さささせせせたたたままままままでででおおおくくくととと、、、異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出しししてててきききてててオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに当当当たたたりりり、、、
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、ブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

• モモモアアアををを使使使用用用すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず、、、カカカバババーーープププ
レレレーーートトト、、、マママルルルチチチプププレレレーーートトトまままたたたははは集集集草草草装装装置置置ををを
取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

• デデデフフフレレレクククタタタははは、、、必必必ずずず下下下向向向きききににになななっっっててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

1. デフレクタをピボットブラケットに固定して
いるロックナット、ボルト、スプリング、ス
ペーサを外す(図 36)。デフレクタを取り外す。

2. デフレクタにスペーサとスプリングを取り付
ける。スプリングの L字形の端部をデッキの
エッジ後ろに取り付ける。

注注注 ボルトを取り付ける前に、スプリングの L
字形フックが、図 36のようにデッキのエッ
ジの後ろに取り付けられていることを確認し
てください。

3. ボルトとナットを取り付ける。スプリングの
右側の J字形フックを、デフレクタに引っ掛
ける図 36。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタがががスススプププリリリンンングググににによよよっっっててて下下下向向向ききき
位位位置置置ににになななるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手
ででで上上上向向向きききにににししし、、、自自自力力力ででで下下下まままででで完完完全全全ににに下下下がががるるるこここ
とととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

図図図 36

1. ボルト 5. スプリングを取り付けた状
態

2. スペーサ 6. デフレクタ

3. ロックナット 7. スススプププリリリンンングググののの L字字字形形形ののの端端端ボボボ
ルルルトトトののの取取取りりり付付付けけけ前前前にににデデデッッッキキキ
のののエエエッッッジジジ後後後ろろろににに取取取りりり付付付けけけ
るるる。。。

4. スプリング 8. スススプププリリリンンングググののの J 字字字形形形フフフッッッククク
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USA は、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

30366 315000001 以上 60 インチ側方排出デッキ
60in SIDE DISCHARGE

DECK 60 インチ側方排出デッキ
2006/42/EC,
2000/14/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み EU技術連絡先

Peter Tetteroo
Toro Europe NV
B-2260 Oevel-Westerloo
Belgium

David Klis Tel. 0032 14 562960
上級エンジニアリングマネージャ Fax 0032 14 581911
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
September 26, 2013
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Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 35 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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